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8
月
26
日
、
午
前
9
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
、
和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
、
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
、
多
く
の
関
係
機
関
、
住
民
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
山
口
県
、
和
木
町
、
岩
国

市
が
協
同
で
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大

規
模
災
害
に
備
え
て
、
次
の
内
容
を
目
的
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

①
自
主
防
災
意
識
の
高
揚

②
住
民
・
地
域
団
体
と
防
災
関
係
機
関
の
連

携
強
化

③
大
規
模
広
域
災
害
へ
の
対
応
強
化

④
防
災
関
係
機
関
の
協
力
体
制
の
確
立

訓
練
の
被
害
想
定

　

山
口
県
で
起
こ
り
う
る
大
規
模
災
害
を
想

定
し
、
サ
ブ
会
場
の
岩
国
港
で
は
『
南
海
ト

ラ
フ
地
震
』
を
、
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
和
木

中
学
校
で
は
、
さ
ら
に
『
大
竹
断
層
地
震
』

を
加
え
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

①
南
海
ト
ラ
フ
地
震
（
沿
岸
部
）

　

午
前
9
時
00
分
発
生

　

震
源
は
四
国
沖
南
海
ト
ラ
フ

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド　

9
・
0

　

最
大
震
度
6
強

　

約
90
分
後
に
最
大
3
メ
ー
ト
ル
程
度
の
津

　

波
が
到
達

②
大
竹
断
層
地
震
（
内
陸
部
）

　

午
前
9
時
30
分
発
生

　

震
源
は
大
竹
断
層

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド　

7
・
2

　

最
大
震
度
7

各
種
訓
練
の
様
子

　

会
場
で
は
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
け
た

展
示
訓
練
が
行
わ
れ
る
横
で
、
各
関
係
機
関

や
住
民
に
よ
る
実
動
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

9
時
に
発
生
し
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ

る
津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
ま
ず
、
中
学

校
生
徒
に
よ
る
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
中
学
校
で
は
、
今
年
の
3
月
と
6
月
に

津
波
や
洪
水
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、
避
難
中
は
私

語
も
な
く
、
ま
た
、
慌あ
わ

て
る
様
子
も
な
く
、

非
常
に
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
9
時
30
分
に
防
災
行
政
無
線
に

よ
り
、「
大
竹
断
層
地
震
発
生
」
の
放
送
を

町
内
に
流
し
ま
し
た
。
放
送
を
聞
い
た
和
木

地
区
の
住
民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
場
所
に

避
難
し
、
無
事
を
確
か
め
合
い
、
お
互
い
を

気
遣
う
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
衝
突
に
よ
り
多
数
発
生
し

た
負
傷
者
を
救
助
す
る
「
多
数
傷
病
者
対
応

訓
練
」
で
は
、
山
口
県
警
察
本
部
機
動
隊
、

岩
国
市
医
師
会
病
院
D
M
A
T
（
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
）、
日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支

部
等
が
参
加
・
連
携
し
、
次
々
と
負
傷
者
を

ト
リ
ア
ー
ジ
（
負
傷
者
を
重
症
度
に
応
じ
て

選
別
）
し
て
、
実
際
の
災
害
現
場
と
同
様

に
、
重
症
患
者
を
優
先
し
て
搬
送
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
校
舎
に
要
救
助
者
（
救
助

が
必
要
な
人
）
が
取
り
残
さ
れ
た
と
い
う
想

定
の
も
と
、
山
口
県
警
ヘ
リ
「
あ
き
よ
し
」

に
よ
る
上
空
偵
察
、
山
口
県
防
災
航
空
ヘ
リ

「
き
ら
ら
」
と
緊
急
消
防
援
助
隊
の
連
携
に

よ
る
救
助
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た

が
、「
き
ら
ら
」
の
不
都
合
に
よ
り
中
止
に

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
和
木
町
消
防
団
と
緊
急
消
防
援

助
隊
に
よ
り
、
遠
距
離
送
水
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
和
木
町
内
の
消
火
栓
な
ど
が
地
震

に
よ
っ
て
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
想

定
し
、
小
瀬
川
を
水
源
と
し
て
、
和
木
中
学

校
ま
で
の
約
7
0
0
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
ホ

ー
ス
で
つ
な
ぎ
、
放
水
す
る
こ
と
で
消
火
活

動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

訓
練
後
の
終
了
式
で
は
、
見
出
し
の
最
優

秀
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
意
識
し
よ
う  

よ
き
せ

ぬ
災
害  

日
頃
か
ら
」
を
名
付
け
た
⻆か
ど
た
に谷
日

菜
子
さ
ん
（
和
木
中
・
一
年
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
山
口
県
副
知
事
、
岩
国

市
長
、
和
木
町
長
が
講
評
を
述
べ
、
訓
練
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
朝
早
く
か
ら
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
　
〜
意
識
し
よ
う  

よ
き
せ
ぬ
災
害  

日
頃
か
ら
〜

斜めロープブリッジ救助訓練

表彰された⻆谷さん
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8
月
8
日
、
4
期
16
年
も
の
永

き
に
わ
た
り
山
口
県
知
事
を
務
め

ら
れ
、
こ
の
度
、
退
任
さ
れ
た

（
当
日
は
、
現
職
）
二
井
関
成
氏

が
、
和
木
町
役
場
に
お
越
し
に
な

り
、
多
年
に
わ
た
る
県
政
へ
の
協

力
・
支
援
に
対
す
る
謝
意
と
退
任

の
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
木
町
か
ら
は
、
古
木
町
長
、

上
岡
副
町
長
、
河
村
教
育
長
、
森

脇
副
議
長
、
藤
本
前
町
長
が
出
迎

え
、
16
年
間
の
山
口
県
知
事
と
し

て
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
ま

た
、
山
口
県
お
よ
び
和
木
町
の
た

め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の

事
業
に
対
す
る
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　事故調査委員会は、第 5 回会合で、「爆発事故の
原因は、工場内用役トラブルによりスチーム使用プ
ラント停止指示が出たため、レゾルシン（ＲＳ）プ
ラントの運転を停止し、タンクの温度上昇を防ぐ緊
急停止装置（インターロック）を作動させた。しか
し、温度が下がらないため、通常の循環水による冷
却の方が良いと担当作業員が判断し、インターロッ
クを解除した。これにより、攪拌用窒素が停止し、
温度・圧力が急上昇して、酸化反応器のタンクが破
裂し、有機酸化物や分解ガスなどに着火して爆発が
起きた人為的ミスである。」と特定しました。
　また第 6回会合では、次の 3点などを盛り込んだ
今後の再発防止策を承認しました。
①緊急シャットダウン時における酸化反応器冷却に
必要な冷却能力の確保。
②システム解除条件を明確にし、マニュアルを作成
して教育を徹底する。
③警報機能を強化し、早期に異常に気付くよう改善
する。
　この度の事故の報告は以上です。
　若い従業員 1名が命を落とされた悲惨で重大な事
故を決して忘れず、一日も早く安全で安心できる全
面操業の再開をお願いします。

　 9月12日㈬「10時00分頃」と「10時30分頃」
の 2 回実施します。
　和木町では、地震・津波や武力攻撃などの災害時
に、全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ（※））
から送られてくる国からの緊急情報を、防災行政無
線を用いて確実に皆さまへお伝えするため、町内で
緊急情報伝達手段の試験を行います。
　和木町が当日実施する試験は次のとおりです。

注）和木町以外の地域でも、全国的に様々な情報伝
達手段で試験が実施されます。
（※）Ｊ－ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）とは、
地震・津波や武力攻撃などの災害時に国から送られ
てくる緊急情報を人工衛星などを活用して瞬時に情
報伝達するシステムです。
問合せ▶企画総務課（☎52－2136）

防災行政無線を用いた
全国一斉の緊急情報の伝達試験

　

二
井
氏
は
、「
住
み
良
さ
日
本

一
の
元
気
県
」
づ
く
り
を
め
ざ

し
、「
山
口
き
ら
ら
博
」「
国
民

文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
」「
お
い
で
ま

せ
！
山
口
国
体
・
山
口
大
会
」

「
全
国
植
樹
祭
」
な
ど
山
口
県
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
取
り
組
ま
れ
、
交
通
網
の

整
備
や
、
教
育
・
福
祉
・
観
光
活

動
に
も
誠
心
誠
意
、
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

和
木
町
に
お
い
て
は
、
蜂
ヶ
峯

総
合
公
園
の
整
備
、
蜂
ヶ
峯
団
地

開
発
や
防
災
広
場
の
整
備
、
関
関

バ
イ
パ
ス
の
開
通
や
Ｊ
Ｒ
和
木
駅

の
開
設
、
国
道
2
号
線
の
栄
橋
の

架
替
え
工
事
、
岩
国
錦
帯
橋
空
港

の
開
港
等
に
御
尽
力
い
た
だ
き
、

和
木
町
の
生
活
・
交
通
事
情
も
大

き
く
変
化
し
便
利
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
だ
69
才
と
い
う
年
齢
で
日
頃

か
ら
野
球
等
で
鍛
え
ら
れ
た
お
体

か
ら
は
若
さ
が
に
じ
み
出
て
い
ま

し
た
。

　

お
帰
り
の
際
は
、
全
課
長
・
局

長
が
見
送
り
、
花
束
と
記
念
品
を

お
贈
り
し
ま
し
た
。
16
年
間
も
の

激
務
に
感
謝
と
敬
意
の
気
持
ち
を

捧
げ
る
と
と
も
に
今
後
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

二
井
前
山
口
県
知
事
来
庁

二
井
前
山
口
県
知
事
来
庁

二
井
前
山
口
県
知
事
来
庁

情報伝達手段 内　　容

防災行政無線
の放送

町内に設置してある防災行政無線
から、毎日夕方に流れている教育
サイレン（童謡等）と同じくらい
の音量で、次の内容が一斉に放送
されます。
【放送内容
　　　　10時00分頃、10時30分頃】
「これは、試験放送です。」× 3
＋「こちらは、防災和木町です。」
＋防災行政無線チャイム

三井化学㈱事故調査委員会
報　告

三井化学㈱事故調査委員会
報　告

かくはん

ジェイ ア ラ ー ト

2



ま
ち
の
話
題

　

7
月
31
日
、
役
場
で
「
第
27
回
山
口
県
反

核
平
和
の
火
リ
レ
ー
」
の
出
発
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

山
口
県
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
和

木
幼
稚
園
の
松
田
香
奈
江
教
諭
が
磯
部
実
行

委
員
長
か
ら
平
和
記
念
公
園
の
「
平
和
の

灯
」
を
ト
ー
チ
に
受
け
ス
タ
ー
ト
。

　

こ
の
後
、
4
人
の
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
り
次
の

岩
国
市
の
中
継
地
ま
で
「
平
和
の
灯
」
が
受

け
継
が
れ
、
山
口
県
内
の
合
併
前
の
全
市
町

村
約
9
0
0
㎞
を
、
企
業
や
自
治
体
の
労
働

組
合
員
ら
の
ラ
ン
ナ
ー
の
手
に
よ
り
ゴ
ー
ル

の
山
口
県
庁
ま
で
走
り
継
が
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

　

7
月
26
日
、
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

て
、
岡
崎
弘
夫
さ
ん
（
瀬
田
1
丁
目
）
が

「
山
口
県
動
物
愛
護
推
進
員
」
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

動
物
愛
護
推
進
員
は
、
地
域
に
お
け
る
動

物
愛
護
の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
方

の
中
か
ら
、
県
知
事
の
委
嘱
を
受
け
て
動
物

の
愛
護
と
適
正
な
飼
育
の
重
要
性
な
ど
に
つ

い
て
、
住
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
な
ど
の

活
動
を
行
う
方
で
す
。

　

地
域
の
身
近
な
相
談
員
と
し
て
、
動
物
の

飼
い
方
の
助
言
な
ど
を
さ
れ
ま
す
。
任
期
は

平
成
26
年
7
月
末
ま
で
で
す
。

山
口
県
動
物
愛
護
推
進
員
に
岡
崎
弘
夫
さ
ん

　夏の風物詩である盆踊り大会が、8月4日にあ
けぼの公園で、9日にわきあいあい苑で、12日
に公民館関ヶ浜分館で行われました。

　

7
月
28
日
か
ら
美
術
館
で
開
催
し
た
「
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
展
」
は
、
8
月
26
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。

　

来
館
い
た
だ
い
た
方
は
、
エ
イ
ム
ズ
の
ふ

し
ぎ
な
部
屋
や
フ
ァ
ラ
オ
の
落
と
し
穴
な

ど
、
様
々
な
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
楽
し
み
、
撮

影
し
た
画
像
を
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
催
期
間
中
に
2
回
実
施
し
た
工

作
教
室
で
は
、
受
付
前
か
ら
多
く
の
方
が
並

ば
れ
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
完
成
さ
せ
、
大

変
満
足
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

美
術
館
事
業
と
し
て
は
過
去
最
高
の

8,
0
0
0
人
弱
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
き

ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
美
術
館
の
事
業
に
興
味
や

関
心
を
持
っ
て
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

各地区で盆踊り

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
展

「
平
和
の
灯
」　

和
木
町
か
ら
出
発

岡崎　弘夫さん
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ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

　

7
月
29
日
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
キ
ッ
ズ

芸
能
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
の
年
中
か
ら
中
学
3
年
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
が
、
歌
や
楽
器
演
奏
、
ダ
ン
ス
な

ど
を
披
露
し
、
満
席
の
会
場
か
ら
、
大
き
な

拍
手
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
和
木
町
文
化
協
会
）

キ
ッ
ズ
芸
能
祭

　

8
月
8
日
、
和
木
小
学
生
24
名
と
引
率
職

員
2
名
で
、
山
口
県
立
博
物
館
「
大
鉄
道

展
」
の
見
学
と
、
山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合

セ
ン
タ
ー
「
大
内
塗
体
験
」
を
し
ま
し
た
。

　

大
内
塗
で
は
、
慣
れ
な
い
漆
や
金
箔
と
格

闘
し
な
が
ら
自
分
の
箸
を
作
成
し
、
充
実
し

た
意
義
の
あ
る
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

8
月
9
日
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
集
会
室
で
「
作
っ
て
み
よ
う
!
か
わ
い
い

„
い
ち
ご
＂
の
ロ
ー
ズ
ポ
プ
リ
」
が
開
催
さ

れ
、
小
学
生
4
・
5
・
6
年
生
20
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
西
崎
節
子
和
木
町
生
活
改
善
実
行

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会
長
か
ら
、
ポ
プ
リ

の
説
明
が
あ
り
、
簡
単
な
縫
い
物
で
、
か
わ

い
い
„
い
ち
ご
＂
の
形
の
入
れ
物
を
作
り
、

バ
ラ
の
ポ
プ
リ
を
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
完

成
後
は
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
手
に
取
り

な
が
ら
協
議
会
会
員
さ
ん
と
楽
し
く
歓
談
し

ま
し
た
。

　

8
月
10
日
、
中
学
校
の
技
術
室
を
借
り

て
、
夏
休
み
恒
例
と
な
っ
た
「
と
ん
か
ち
教

室
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
午
前
と
午

後
で
1
日
の
開
催
と
し
ま
し
た
が
、
あ
わ
せ

て
94
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
応
じ
た
課
題

作
品
「
写
真
立
て
」「
貯
金
箱
つ
き
小
物
入

れ
」「
角
い
す
」
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

　

な
か
に
は
、
手
を
打
っ
て
し
ま
う
子
や
、

せ
っ
か
く
打
ち
込
ん
だ
釘
を
抜
か
な
い
と
い

け
な
く
な
っ
た
子
も
い
ま
し
た
が
、
何
と
か

時
間
内
に
全
員
が
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

夏
期
公
民
館
短
期
講
座

と
ん
か
ち
教
室

　

7
月
30
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
ゆ
か
た
着
付
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
公

民
館
講
座
「
着
物
着
付
け
教
室
」
の
相
川
秀

子
先
生
が
、
着
付
け
や
帯
締
め
を
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
何
度
も
付
き
っ
き
り
で
丁
寧

に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
は

着
せ
て
も
ら
っ
た
ゆ
か
た
姿
で
、
小
瀬
川
の

花
火
大
会
に
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。

ゆ
か
た
着
付
教
室
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①緊急通報

②救急隊が玄関
内側でカプセ
ルの有無を確
認

③マグネットで
カプセルの保
管場所の発
見・確認

④カプセルの情
報から適切な
処置をしま
す。

⑤患者の搬送

⑥医師へ情報を
提供し、治療
に役立てま
す。

119
あんしん情報カプセル活用の流れあんしん情報カプセル活用の流れ

　

「
あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ
セ
ル
」
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
皆
さ
ん
が
自

宅
で
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
本
人

に
代
わ
っ
て
必
要
な
情
報
を
伝
え
て
く

れ
る
も
の
で
す
。
カ
プ
セ
ル
に
「
か
か

り
つ
け
医
療
機
関
」「
緊
急
連
絡
先
」

な
ど
の
情
報
を
入
れ
、
自
宅
冷
蔵
庫
に

保
管
し
て
お
く
こ
と
で
、
迅
速
な
救
急

活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

申
込
み
▼
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

保
健
福
祉
課
へ

配
布
対
象
▼

⑴
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
、
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
方
、

在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者

⑵
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

⑶
障
害
の
あ
る
方

⑷
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど

配
布
方
法
▼

⑴
の
方
は
、
民
生
委
員
さ
ん
に
配
布
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵
〜
⑷
の
方
は
、
保
健
福
祉
課
窓
口
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
記

入
と
押
印
が
必
要
で
す
。）

配
布
物
▼
あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ
セ
ル
本

体
、
シ
ー
ル
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
、
あ
ん
し

ん
情
報
シ
ー
ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

活
用
方
法
▼

①
必
要
事
項
が
印
字
さ
れ
た
、
あ
ん
し

ん
情
報
シ
ー
ト
を
カ
プ
セ
ル
に
入
れ

る
。
追
加
事
項
を
記
入
さ
れ
て
も
結

構
で
す
。

②
カ
プ
セ
ル
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
、
マ
グ

ネ
ッ
ト
を
冷
蔵
庫
に
貼
る
。

③
シ
ー
ル
を
玄
関
ド
ア
の
内
側
に
貼

る
。（
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
注
意
事
項
】
緊
急
時
に
玄
関
ド
ア
の

内
側
や
冷
蔵
庫
に
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て

い
る
場
合
は
、
本
人
や
同
居
人
の
同
意

を
得
る
こ
と
な
く
冷
蔵
庫
を
開
け
て

「
あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ
セ
ル
」
を
取
り

出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
と
は

　

町
で
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
時
に
、
避
難
支
援

な
ど
を
必
要
と
す
る
人
（
要
援
護
者
）
が
安
全
に
避
難
で
き

る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
う
制
度
（
災
害
時
要
援
護

者
支
援
制
度
）
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、「
災
害
時
要
援
護
者
ご
本
人
の
要
望
」
と

「
ご
近
所
の
方
々
の
温
か
い
善
意
」
が
一
致
し
て
成
り
立
つ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
で
す
。

　

登
録
情
報
を
支
援
団
体
の
方
へ
事
前
に
伝
え
る
こ
と
で
、

地
域
に
お
け
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
▼

⑴
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の

方
、
ま
た
は
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者

⑵
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
（
寝
た
き
り
、
認
知
症
）

⑶
身
体
障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
2
級
以
上
）、
知
的
障
害

（
療
育
手
帳
A
ま
た
は
B
）、
精
神
障
害
（
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
2
級
以
上
）
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
方

⑷
そ
の
他
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
者
、
長
期
入
院
者
を
除
き
ま
す
。

登
録
を
ご
希
望
の
方
は

・
⑴
の
方
は
、
民
生
委
員
が
伺
っ
た
際
に
、
お
尋
ね
し
て
い

ま
す
。

・
⑵
〜
⑷
の
方
は
、
保
健
福
祉
課
へ
要
援
護
者
登
録
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
援
団
体
▼

和
木
町
、
自
治
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
社
会
福

祉
協
議
会

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

登
録
希
望
者
募
集

も
し
も
の
と
き
の

あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ
セ
ル
　
利
用
者
募
集
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あなたも認知症サポーターになりませんか？
　山口県では、 9 月21日の「世界アルツハイマー
デー」にちなみ、 9 月を認知症予防月間としていま
す。和木町では、キャラバン・メイトを中心に認知
症を理解し、認知症の人を地域で支える取り組みを
しています。その主な活動として、キャラバン・メ
イトが認知症サポーター養成講座を開催しています。
7月には婦人会を対象に養成講座を開催しました。
　認知症サポーターとは認知症を理解した認知症の
人への「応援者」です。受講者には認知症サポー
ターの証としてオレンジリング（オレンジ色のブレ
スレット）をお渡しします。
　キャラバン・メイトは、一人でも多くの人にオレ
ンジリングを付けてもらうことを目標に活動してい
ます。認知症サポーター養成講
座で、一緒に認知症について考
えませんか。
問合せ▶地域包括支援センター

（☎52－2196）

●運行ダイヤ

●運賃

※搭乗日の2ヵ月前の同一日から販売を開始します。
※通常期：2013年 1月 7日～ 3月 7日
　多客期：2012年12月13日～2013年 1月 6日、
　　　　　2013年 3月 8日～2013年 3月30日
※ 8月22日から、「旅割」運賃【最低片道8,000円
～（別途空港使用料170円が必要）】の先行予約
を受け付けています。
●駐車場（ターミナルビルに隣接）　約600台収容可
※航空機搭乗者の駐車料金は無料
●空港連絡バス
　岩国駅～空港間運行（予定）　約 7分
問合せ▶ＡＮＡ山口支店（☎0836－29－6001）

岩国発
７：３０
１１：3０
１５：４0
１８：０0

9：00
１３：０0
１７：１０
１９：３０

９：１５
１３：2０
１５：４５
１９：４０

１０：５５
１５：0０
１７：２５
２１：２０

羽田着 羽田発 岩国着

和木美術館収蔵作品展和木美術館収蔵作品展
　和木美術館では、多くの芸術家から寄贈頂いた作
品を収蔵庫に保管しておりました。このたび、町民
の方々に公開し、各種芸術に関して興味関心を持っ
ていただくことを目的として、次のとおり収蔵作品
展を行うこととしました。
　多くの方のご来館をお待ちしています。
会　期▶ 9月14日㈮～30日㈰　10時～17時
入場料▶無料
問合せ▶教育委員会（☎53－3123）

便　名
普通運賃

往復運賃（片道分）
３０，８００円
２７，２００円

３３，０００円
２８，４００円

通常期 多客期

こちら、こちら、こちら、こちら、

地域包括支援センターです地域包括支援センターです地域包括支援センターです地域包括支援センターです

た作
町民
持っ
作品

日　時▶12月15日㈯　18時開演
場　所▶文化会館
募集内容▶
●器楽（ピアノ・木管楽器・金管楽器・弦楽器など）
●声楽（ソロ・コーラスなど）
演奏時間▶ 7分以内
募集組数▶15組（応募多数の場合は先着順とさせて
いただきます。）
受付期間▶ 9月18日㈫まで
申込方法▶申込用紙に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸ
または郵送によりお申込みください。
※募集要項・申込用紙はホームページにあります。
ＷＡＫＩ・コンサート実行委員会　　
（http://www.waki-c.com/）
問合せ▶
総合コミュニティセンター内
和木町文化協会事務局
（和木町文化協会）
（☎52－2191）（　52－5200）

前売り券好評販売中前売り券好評販売中
日　時▶ 9月22日（土祝）　13時30分開演
場　所▶文化会館
出演者▶三遊亭歌橘、北見翼、柳家いっぽん
入場料▶高校生以上 1,000円
　　　　中学生以下 500円
　　　　（未就学児無料）
　　　　※全席自由席
販売箇所▶文化会館 1階事務室
問合せ▶教育委員会（☎53－3123）

岩国錦帯橋空港
２０１２年１２月１３日開港
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414

文化財保護審議会文化財保護審議会文化財保護審議会

　 8 月 3 日に、文化会館で文化財
保護審議会が開催されました。
　はじめに会長・副会長の選出が
行われ、会長は昨年度に引き続き
正中克磨氏が、副会長は森田孝雄
氏が選出されました。また、永年
にわたり審議委員を務められた泉
洋氏が昨年度末で退任されました。
　審議会ではまず、昨年度の文化
財関連事業と今年度の予定につい
ての報告が行われた後、町内の史
跡について意見交換が行われまし
た。
　今後も文化財行政推進上必要な
意見等の集約を行い、具現化して
いきたいと思います。

民生児童委員と町子連の
合同奉仕作業

民生児童委員と町子連の
合同奉仕作業

民生児童委員と町子連の
合同奉仕作業

　 8月 1日に、民生児童委員（森田
真須美会長）の皆さんと和木町子
ども会育成連絡協議会（吉田浅美
会長）の児童・保護者の約50名
が、朝の涼しい時間帯に 1 時間程
度かけて、わきあいあい苑（村中
義信施設長）周辺の清掃・除草作
業を実施しました。
　今後も様々な団体との交流を深
め、活動の活性化と地域貢献をし
ていきたいものです。

　 7 月後半から 8 月前半にかけて
弓道・ちぎり絵が実施され、わき
あいキッズの前半が終わりました。
写真にて様子をお知らせします。
　後半は、 9 月 5 日の外・昔あそ
びから始まります。適宜紹介して
まいります。また、アイ・キャン
和木町チャンネル文字放送でも紹
介いたします。

歴史資料館運営協議会歴史資料館運営協議会歴史資料館運営協議会

　 8 月 7 日、文化会館で第 2 回歴
史資料館運営協議会（岡田康彦会
長）が開催されました。
　この協議会は「和木の歴史に関
する資料の保存活用をすすめるこ
とで施設機能の充実・強化を図り、
町民の和木の歴史に対する興味関
心を高め、故郷を愛し誇れる心の
育成に資すること」を目的として、
昨年度設置されたものです。
　今回の会議では、和木町の産業
に関する歴史を解説したDVDの
制作について、委員から意見や要
望が出されました。このDVDは
今年度末には完成し、来年の町制
40周年記念事業で放映をする予定
です。

わきあいキッズ前半終了わきあいキッズ前半終了わきあいキッズ前半終了
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○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

木水火月日 金 土

　 9月24日㈪～10月 1 日㈪は蔵書点検のため休館い
たします。
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いい
たします。
　なお、休館中の返却は可能ですので、 1階事務所
前の返却ポストへお願いします。
※破損の恐れがあるため、ＣＤ・ＤＶＤ・紙芝居は
総合コミュニティセンター事務所窓口へ直接お返
しください。

臨時休館のお知らせ

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24

2
9
16
23
30

7
14
21
28

1
8
15
22
29

9月の休館日

＜CD＞

＜一般書＞

☆BLUE／アンジェラ・アキ
☆MTV UNPLUGGED JUJU／JUJU
☆GIFT of SMAP／SMAP
☆SUMMER BEST／浜崎あゆみ
☆JUMP WORLD／Hey !Say ! JUMP
☆Mr.Children 2005－2010 <macro>／Mr.Children
☆The Singles／森高千里
☆Last Song／矢沢永吉
☆アップ・オール・ナイト／ワン・ダイレクション
☆NARUTO GREATEST HITS ! ! ! ! !

『光降る丘』 熊谷達也著
『光圀伝』 冲方丁著
『解』 堂場瞬一著
『赤猫異聞』 浅田次郎著
『ソロモンの偽証　第 1部　事件』 宮部みゆき著
『はかぼんさん　空蝉風土記』 さだまさし著
『幸せの条件』 誉田哲也著

＜児童書・絵本＞

『虚像の道化師』 東野圭吾著
『途中の一歩』 雫井脩介著
『タイガーズ・ワイフ』 テア・オブレヒト著　藤井光訳

『ゆうれい回転ずし　本日オープン！』
 佐川芳枝作　やぎたみこ絵
『ねこまるせんせいの　おつきみ』
 押川理佐作　渡辺有一絵
『リックとさまよえる幽霊たち』
 エヴァ・イボットソン作　三辺律子訳
『おかあさんの手』 まはら三桃文　長谷川義史絵
『保健室の日曜日』 村上しいこ作　田中六大絵
『りんご畑の12ヵ月』 松本猛文　中武ひでみつ絵
『ルドルフとスノーホワイト』
 斉藤洋作　杉浦範茂絵
『きのこの不思議』 保坂健太郎著
『資源の大研究　レアメタルから太陽エネルギーまで』　
 柴田明夫監修
『空中トライアングル』 草野たき著

日　時▶ 9 月15日㈯
 10時30分～11時
 おはなし会サークル「ゆびとま」
対象者▶幼児・小学生
場　所▶おはなしの部屋
問合せ▶図書館（☎54－0222）

■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ ■お は な し 会
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9月24日～30日は　　　
　　 結核予防週間です！

～こんなときは
　マスクをつけて病院へ!!～

　厚生労働省では、毎年 9 月24日～30日を「結
核予防週間」と定めて、結核に関する正しい知
識の普及啓発を図っています。
　結核とは、結核菌によって主に肺に炎症を起
こす病気で、昔の病気と思われがちですが、今
もまだある感染症の一つです。
　岩国管内では、平成23年に結核患者数が増加
しています。
　そのため、咳などの症状が続くときには、マ
スクを着用し医療機関で受診するとともに、年1
回は、職場健診等で胸部レントゲン検査を受け
ましょう。

問合せ▶岩国健康福祉センター
　　　　健康増進課地域保健班（☎29－1523）

9月はガン征圧月間です
山口県東部地域「喘息・COPD・肺がん」啓発

市民公開講座
～その咳、ホントに風邪??～

ぜんそく

日　時▶ 9 月30日㈰　14時～16時30分
場　所▶岩国市民会館大ホール
講演：
●「喘息死ゼロ作戦」  山口赤十字病院　　國近先生
●「COPDについて」  岩国みなみ病院　　野坂先生
●「肺がんについて」  岩国医療センター　久山先生
その他：展示ブース等もあります。
対　象▶どなたでもお気軽にお越しください。
　　　　　　　　　　　　　  （申込不要・無料）
その他▶和木町役場駐車場から無料送迎バスも出ます。
バス利用を希望される方は9月21日までに保健相談セン
ターへお申し込みください。
問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

 9 月 9 日～15日は救急医療週間、 9 月は救急医療普
及月間です。救急箱の整理をするなど、家庭でできる
応急処置の準備をしましょう。本来の救急医療が円滑
に行われるために、症状が軽度の場合は夜間診療や救
急外来の利用は控えましょう。

 9 月 1 日から不活性化ポリオワクチンが定期接種
として導入され、委託医療機関で個別に接種できる
ようになりました。これに伴い、 9 ・10月に予定し
ていた集団接種は実施いたしません。
　対象の方にはお知らせの文書を送付していますの
で、ご確認ください。
問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

ポリオ予防接種ポリオ予防接種ポリオ予防接種 が
           変わります

9月9日は救急の日
①咳が2週間以上続く
②タンが出る
③からだがだるい
④急に体重が減る

せき

え
る
も
の
で
す
。

●
二
少
…
少
食
、
少
酒

　

腹
八
分
目
を
心
掛
け
る
と
自
然
と
摂
取
カ

ロ
リ
ー
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。
お
酒
の
一
日
分

の
目
安
は
日
本
酒
で
1
合
程
度
で
す
。

●
三
多
…
多
動
、
多
休
、
多
接

　

外
出
時
は
自
転
車
や
徒
歩
で
、
い
つ
も
よ

り
多
め
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
休
養

を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
、
人
・
も
の
・
事
柄

に
接
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
生

活
を
送
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

健
康
に
関
す
る
相
談
は
保
健
相
談
セ
ン
タ

ー
（
☎
52
―
7
2
9
0
）
で
も
行
っ
て
い
ま

す
。

1
に
運
動
　
2
に
食
事

　
し
っ
か
り
禁
煙
　
最
後
に
ク
ス
リ

　  

〜
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
〜

　

健
康
寿
命
と
は
W
H
O
（
世
界
保
健
機

関
）
が
提
唱
し
て
い
る
指
標
で
す
。
日
常
的

に
介
護
を
必
要
と
し
な
い
で
、
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
期
間
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
日

本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
79
・
4
歳
、
女

性
は
85
・
9
歳
と
な
り
、
健
康
寿
命
は
男
性

70
・
4
歳
、
女
性
73
・
6
歳
と
な
り
ま
し

た
。
平
均
寿
命
の
延
び
に
あ
わ
せ
る
よ
う

に
、
が
ん
や
循
環
器
病
な
ど
生
活
習
慣
病
に

よ
る
死
亡
の
割
合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
自

立
し
た
生
活
を
送
る
期
間
を
継
続
す
る
に
は

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
運
動
、
食
事
、
禁
煙
が
生
活
習
慣
病
予

防
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

一
無
、
二
少
、
三
多
で
生
活
習
慣
病
予
防

　

一
無
、
二
少
、
三
多
は
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
た
め
の
6
つ
の
健
康
習
慣
で
す
。

●
一
無
…
無
煙
（
禁
煙
）

　

喫
煙
は
肺
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
喘ぜ
ん

息
、
C
O
P
D
（
慢ま
ん
せ
い
へ
い
そ
く
せ
い
は
い
し
っ
か
ん

性
閉
塞
性
肺
疾
患
）、

歯
周
疾
患
な
ど
の
病
気
に
な
る
リ
ス
ク
を
高

め
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
者
本
人
の
み
な
ら
ず

家
族
な
ど
周
囲
の
人
の
健
康
に
も
影
響
を
与

9



★は申込みが必要です。

行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

元気アップ教室★
プレイルーム

すくすく計測・相談会
2歳児歯科健診
プレイルーム

元気アップ教室★
健康相談

プレイルーム
妊婦さんのつどい★

赤ちゃんのつどい（離乳食）★
プレイルーム

10：00～13：00
10：00～15：00
13：30～14：30
13：00～13：10
10：00～15：00
10：00～11：30
9：30～10：30
10：00～15：00
9：30～12：00
9：30～13：00
10：00～15：00

9月19日（水）

20日（木）

26日（水）
27日（木）
28日（金）

10月3日（水）
4日（木）
10日(水）

11日（木）

（9月18日～10月15日）

一般の方
乳幼児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方
平成22年6月～9月生まれ
乳幼児とその保護者の方

一般の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方
妊婦とその家族の方
乳児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

●作り方
①下準備
ミニトマト…半分、または 1／4に切っておく。
　　　　（トマトの場合は一口大。ザルで水気を切る。）
きゅうり…薄い輪切りに。塩をふっておく。水気をし
ぼる。
わかめ…水でもどし、熱湯でさっと茹でる。水気をし
ぼる。
卵…茹でておく。きざむ。
ハム…せん切りにする。

②和える
ボウルにⓐを混ぜ合わせ、①の材料を入れ、和える。

（ 1人分エネルギー71キロカロリー）

　簡単にできて、子どもさんにも喜ばれる味です。
（和木町食生活改善推進協議会　 6班）

　米軍再編交付金をもとに、中学 3年生と高校 3
年生を対象にインフルエンザ予防接種費用を助成
します。10月 1 日から予防接種券交付の申込みを
開始します。
問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

インフルエンザ予防接種助成事業
のお知らせ

インフルエンザ予防接種助成事業
のお知らせ

　大人の時間につきあわせないで、夜は早めに寝
かせつけましょう。（和木町母子保健推進協議会）

規則正しい生活リズムを大切にしましょう
～子育て中のパパ、ママへ～

①お食事編
日　時▶ 9 月19日㈬　10時～13時
内　容▶『メタボ予防の食事』
　　　　講義・調理実習・試食
準　備▶エプロン・三角巾・ふきん・材料費400
円程度
申込み▶ 9 月12日㈬まで
②運動編
日　時▶ 9 月28日㈮　10時～11時30分
内　容▶『楽しくウォーキング』
準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・タオル・
バスタオル・お茶
申込み▶ 9 月26日㈬まで
先着15名で締め切ります。
①②ともに会場および問合先は保健相談センター

（☎52－7290）

元気アップ教室

ⓐ

夏野菜のごまサラダ
（材料４人分）

塩…………………小さじ1/6
わかめ（乾）……………… 4ｇ
卵………………………… 1 個
ハム………………………20ｇ
　しょうゆ………大さじ 1
　砂糖……………小さじ 2
　酢………………小さじ 2
　ごま油…………小さじ 1
　すりごま（白）…大さじ 1
　こしょう…………少々

ミニトマトまたはトマト
    …………………80ｇ
きゅうり………………120ｇ

●●●●●●●●●●母推さんから一口メモ

ゆ

ゆ
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行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
9
月
20
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

8
6
4
4
）

精
神
保
健
相
談

予
約
制
（
無
料
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
奇
数
月
第
2
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
3
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
・
問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
29

｜

1
5
2
5
）

障
害
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

和
木
町
で
は
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対

象
と
し
た
相
談
支
援
事
業
を
平
成
24
年
度
か

ら
3
事
業
所
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
相
談
支

援
事
業
所
に
つ
い
て
の
説
明
、
各
行
政
機
関

等
の
相
談
窓
口
を
冊
子
に
し
ま
し
た
。
ご
希

望
の
方
は
、
保
健
福
祉
課
に
お
越
し
い
た
だ

く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
和
木

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

保
健
福
祉
課
（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
43

｜

2
3
9
9
）

障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ら
か
ば

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
21

｜

8
7
5
0
）

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
44

｜

3
2
4
4
）

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

日　

時
▼
9
月
23
日
㈰　

13
時
〜
15
時

場　

所
▼
山
口
県
総
合
保
健
会
館
（
山
口
市

吉
敷
下
東
）

講　

演
▼
「
老
年
期
の
う
つ
病
予
防
」

〜
う
つ
病
の
理
解
と
上
手
な
つ
き
あ
い
方
〜

講　

師
▼
張
ち
ょ
う

賢よ
し

徳の
り

氏

帝
京
大
学
医
学
部
附
属
溝
口
病
院 

精
神
神

経
科
科
長
・
教
授

そ
の
他
▼
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
合
せ
▼
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
☎
0
8
3
5

｜

27

｜

3
4
8
0
）

行
政
書
士
電
話
相
談

日　

時
▼
10
月
1
日
㈪
・
2
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

場　

所
▼
山
口
市
駅
通
り
2
丁
目
4

｜

17

山
口
県
行
政
書
士
会

相
談
方
法
▼
無
料
電
話
相
談

0
1
2
0

｜

1
2
3

｜

7
8
1

相
談
内
容
▼
相
続
・
遺
言
・
自
動
車
・
建
設

業
・
法
人
設
立
・
契
約
・
示
談
・
内
容
証
明
・

農
地
転
用
・
公
正
証
書
・
営
業
許
可
・
国
際

業
務
・
成
年
後
見
・
産
業
廃
棄
物
・
交
通
事

故
・
告
訴
状
・
著
作
権
な
ど
に
関
す
る
こ
と

相
談
員
▼
山
口
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
行
政
書
士
会

      

（
☎
0
8
3

｜

9
2
4

｜

5
0
5
9
）

法
務
局
休
日
相
談
所

　

登
記
に
関
す
る
相
談
、
土
地
や
建
物
の
売

買
や
境
界
の
ト
ラ
ブ
ル
、
近
隣
と
の
も
め
ご

と
、
離
婚
や
遺
言
・
相
続
等
の
心
配
ご
と
、

東
日
本
大
震
災
に
係
る
偏
見
や
差
別
な
ど
、

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
同
会
場
で
、
弁
護
士
会
に
よ
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

日　

時
▼
9
月
23
日
㈰　

10
時
〜
16
時

場　

所
▼
フ
ジ
グ
ラ
ン
岩
国

対
応
者
▼
山
口
地
方
法
務
局
職
員
、
公
証

人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権

擁
護
委
員

※
相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
。
予
約
も
受
け

付
け
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
お
客
様
相
談
室      

      

（
☎
0
8
3

｜

9
3
4

｜

1
7
1
7
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

日　

時
▼
10
月
2
日
㈫　

10
時
〜
15
時

場　

所
▼
岩
国
市
民
会
館

相
談
手
順
▼
会
場
に
て
受
付
順
に
順
次
相
談

を
行
い
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

相
談
内
容
▼

①
不
動
産
に
関
す
る
登
記
（
相
続
、
贈
与
、

売
買
等
）

②
会
社
・
法
人
に
関
す
る
登
記
（
設
立
、
役

員
変
更
等
）

③
訴
訟
手
続
（
貸
金
請
求
、
家
屋
明
渡
し
等
）

④
多
重
債
務
（
自
己
破
産
等
）

⑤
成
年
後
見

問
合
せ
▼
山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

      

（
☎
0
8
3

｜

9
2
4

｜

5
2
2
0
）

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間

高
齢
者
・
障
害
者
虐
待
な
ど
で
お
困
り
の
方

は
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
?

　

山
口
地
方
法
務
局
及
び
山
口
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
か

ら
の
電
話
相
談
を
時
間
を
延
長
し
お
受
け
し

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
期
間
▼
9
月
10
日
㈪
〜
16
日
㈰

受
付
時
間
▼
平
日
：
8
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　

土
日
：
10
時
〜
17
時

相
談
電
話
番
号
▼

0
5
7
0

｜

0
0
3

｜

1
1
0

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

      

（
☎
0
8
3

｜

9
2
2

｜

2
2
9
5
）

各
種
お
知
ら
せ
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山
口
県
・
市
町
離
職
者

緊
急
対
策
資
金
貸
付
制
度

　

会
社
の
倒
産
や
事
業
の
不
振
な
ど
に
よ

り
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
の
生
活
資

金
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

貸
付
対
象
者
▼

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

⑴
県
内
に
居
住
し
て
い
る
方

⑵
離
職
時
の
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
続
し
て

い
た
方

⑶
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労
者
で
、
離

職
後
1
年
以
内
の
方

⑷
借
入
申
込
時
、
現
に
離
職
し
て
お
り
、
か

つ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
活
動
を
行
っ

て
い
る
方

注
確
認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
等
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

資
金
使
途
▼
大
学
教
育
資
金
、
住
宅
資
金
償

還
金
、
冠
婚
葬
祭
・
療
養
資
金
、
災
害
資

金
、
一
般
生
活
資
金

貸
付
限
度
額
▼
70
〜
1
5
0
万
円

償
還
期
間
▼
6
〜
10
年
以
内

貸
付
利
率
▼
年
1
・
0
%
（
別
に
保
証
料
が

必
要
）

保
証
人
等
▼
連
帯
保
証
人
1
名
（
申
込
人
と

別
生
計
の
方
）
と
㈳
日
本
労
働
者
信
用
基
金

協
会
の
債
務
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

申
込
先
▼
中
国
労
働
金
庫
（
貸
付
に
当
た
っ

て
は
、
中
国
労
働
金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま

す
。）

問
合
せ
▼
県
労
働
政
策
課

      

（
☎
0
8
3

｜

9
3
3

｜

3
2
1
0
）

・
町
内
に
居
住
し
て
い
る
18
歳
未
満
の
難
聴

児
・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
（
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原
則
と

し
て
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満

※
た
だ
し
医
師
が
必
要
と
認
め
れ
ば
30
デ

シ
ベ
ル
未
満
も
対
象
）

・
町
民
税
所
得
割
額
が
46
万
円
以
上
の
方
が

い
な
い
世
帯
に
属
す
る
方

■
助
成
内
容

補
聴
器
購
入
費
及
び
修
理
費
の
3
分
の
2
を

助
成
（
※
上
限
額
あ
り
）

■
そ
の
他

購
入
前
、
修
理
前
の
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

※
医
師
の
意
見
書
等
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

自

衛

官

募

集

募
集
種
目
▼

●
防
衛
大
学
校
学
生

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

●
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生

受
験
資
格
▼

●
防
衛
大
学
校
学
生
・
防
衛
医
大
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
方

●
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生

　

高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満
の
方

受
付
期
間
▼
9
月
3
日
㈪
〜
10
月
1
日
㈪

一
次
試
験
▼

●
防
衛
大
学
生
：
11
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

●
防
衛
医
大
生
：
10
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰

●
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生
：
10
月
20
日
㈯

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国

地
域
事
務
所
（
☎
23

｜

1
5
8
0
）

ど
は
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。

●
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
に
は
、
当
時
の

保
険
料
額
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ
▼
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

（
☎
0
5
7
0

｜

0
1
1

｜

0
5
0
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

　

倒
産
、
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
で
離
職
さ

れ
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
保
険

料
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

　

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
が
交
付
さ
れ
て
い

る
方
で
、
65
歳
未
満
の
方
が
対
象
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
に
よ
り

算
定
さ
れ
ま
す
が
、
該
当
さ
れ
た
方
は
、
給
与

所
得
を
30
/
1
0
0
と
み
な
し
て
保
険
料
を

計
算
し
、
国
民
健
康
保
険
料
を
軽
減
し
ま

す
。

　

軽
減
を
受
け
る
に
は
保
健
福
祉
課
に
申
請

が
必
要
で
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の
▼

●
国
保
被
保
険
者
証

●
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

●
印
鑑

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
等
の
助
成
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な

い
程
度
の
難
聴
児
を
対
象
に
補
聴
器
購
入
費

等
の
一
部
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

10
月
か
ら
役
場
窓
口
で

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
が
始
ま
り
ま
す

　

10
月
よ
り
役
場
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
旅
券

申
請
及
び
交
付
の
事
務
を
開
始
し
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
岩
国
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は

9
月
末
で
閉
鎖
し
ま
す
。

受
付
開
始
日
▼
10
月
1
日
㈪

受
付
時
間
▼
9
時
〜
17
時
（
土
・
日
・
祝
・

年
末
年
始
は
除
く
）

対
象
者
▼
原
則
と
し
て
山
口
県
に
住
民
登
録

し
て
い
る
方

※
和
木
町
以
外
の
住
民
の
方
は
住
民
票
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

●
申
請
日
か
ら
8
日
目
以
降
の
交
付
と
な
り

ま
す
。（
土
・
日
・
祝
・
年
末
年
始
は
日
数

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

●
申
請
に
必
要
な
書
類
や
手
数
料
等
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
4
）

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

〜
平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら
平
成
27
年
9
月

30
日
ま
で
〜

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
、
過
去
2
年

間
か
ら
過
去
10
年
間
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
24
年
10
月
か
ら
3
年
間
に
限
り
ま

す
。）

　

過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金

額
を
増
や
し
た
り
、
年
金
受
給
権
の
確
保
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
な
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敬
老
会
の
お
知
ら
せ

　

本
年
も
73
歳
以
上
の
方
を
お
招
き
し
て

「
敬
老
会
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
招
待
者

の
方
に
は
、
民
生
委
員
が
ご
案
内
状
を
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　

時
▼
9
月
15
日
㈯

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
11
時
25
分

　
　
　
　

（
受
付
は
8
時
30
分
〜
）

場　

所
▼
文
化
会
館
ホ
ー
ル

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
▼

広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

主　

催
▼
和
木
町
敬
老
会
実
行
委
員
会
（
社

会
福
祉
協
議
会
、
自
治
会
連
合
会
、
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
）

※
当
日
は
、
受
付
に
案
内
状
の
入
っ
た
封
筒

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
当
日
出
席
で
き
な
い
方
は
、
代
理
の
方
が

記
念
品
を
受
け
取
り
に
来
ら
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
10
時
開
演
予
定
）

は
、
一
般
の
方
も
ご
入
場
い
た
だ
け
ま

す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

■
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
わ
き
８
月
号
３
Ｐ
の
「
幼
・
小
・
中

合
同
避
難
訓
練
」
の
記
事
の
中
で
、
「
山
口

駐
屯
地
第
17
普
通
科
連
隊
」
を
「
山
口
自
衛

隊
第
普
通
科
17
連
隊
」
と
誤
っ
て
表
記
し
て

い
ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

議
会
主
催
講
演
会

日　

時
▼
10
月
6
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階

演　

題
▼
『
防
災
計
画
と
ま
ち
づ
く
り
』

講　

師
▼
近
畿
大
学　

工
学
部　

建
築
学
科

　

高
井
広
行
教
授

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
3
7
）

ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト

（
旧
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
）

日　

時
▼
9
月
30
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
開
場　

14
時
開
演

出　

演
▼
和
木
小
・
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
　

和
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
O
B
会

会　

場
▼
文
化
会
館
（
入
場
無
料
）

主　

催
▼
和
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
O
B
会

問
合
せ
▼
文
化
協
会
（
☎
52

｜

2
1
9
1
）

河
川
増
水
時
の
水
回
り
に
ご
注
意
を
!

　

河
川
増
水
時
、
船
舶
や
田
畑
の
見
回
り
が

原
因
の
水
難
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
大

雨
や
台
風
な
ど
の
気
象
情
報
を
確
認
し
て
、

早
め
の
対
策
を
し
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
】

●
雨
が
降
っ
て
い
る
時
は
、
急
に
増
水
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
河
川
や
用
水
路
に
は

近
づ
か
な
い
。

●
雨
が
止
ん
だ
後
で
も
、
増
水
し
て
い
る
の

で
、
河
川
や
用
水
路
に
は
近
づ
か
な
い
。

救
命
講
習
受
講
者
募
集

●
「
A
E
D
を
併
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
」
の

出
前
救
命
講
習
会
を
受
け
付
け
ま
す

開
催
日
▼
上
級
を
除
き
随
時
受
付
中
（
再
講

習
を
含
む
）

受
講
時
間
▼

普
通
Ⅰ
：
3
時
間

普
通
Ⅱ
：
4
時
間

上　

級
：
8
時
間

受
講
料
▼
無
料

●
上
級
救
命
講
習
会

開
催
日
時
▼
9
月
14
日
㈮

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

受
講
時
間
▼
8
時
間

会　

場
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

受
講
料
▼
無
料

定　

員
▼
35
名

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
終
了
し
ま

す
。

※
い
ず
れ
の
講
習
会
も
、
消
防
長
が
、
あ
な

た
の
救
命
技
術
を
認
定
す
る
、
「
講
習
修

了
証
」
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22

｜

1
3
2
1
）

　

救
急
車
は
、
真
に
緊
急
を
要
す
る
人
の
命

を
救
う
た
め
の
車
両
で
す
か
ら
、
適
正
な
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
や
お
年
寄

り
、
ま
た
自
分
自
身
が
い
つ
も
と
様
子
が
違

っ
た
り
、
お
か
し
い
と
感
じ
た
時
は
、
重
大

な
病
気
や
け
が
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
た

め
ら
わ
ず
に
1
1
9
番
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度

　

平
成
20
年
度
か
ら
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
、
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
き
ま
し
た
が
、
耐
震
化
を
促
進
す
る

た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
耐
震
診
断
の
み

国
・
県
・
町
が
費
用
の
全
額
を
負
担
し
、
所

有
者
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診
断
は
、
㈳

山
口
県
建
築
士
会
か
ら
建
築
士
（
耐
震
診
断

員
）
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

耐
震
改
修
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建
て

の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
無
料
耐
震
診
断

募
集
戸
数
▼
4
戸
程
度
（
申
込
み
が
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

　

募
集
期
間
▼
9
月
28
日
ま
で

※
耐
震
診
断
員
の
派
遣
は
、
10
月
以
降
で
す
。

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数
▼
2
戸

　

募
集
期
間
▼
9
月
28
日
ま
で

　

補
助
限
度
額
▼
60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
都
市
建
設
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
7
）

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
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第
18
回
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期　

日
▼
8
月
12
日

場　

所
▼
平
田
小
学
校

結　

果
▼
準
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部　

和
木
町
地
域
安
全
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
!

　

和
木
町
体
育
協
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技

を
通
じ
、
各
自
治
会
内
及
び
地
域
間
で
の
親

睦
と
地
域
の
生
活
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
み
健
康
で
明

る
い
安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を
実
現

す
る
た
め
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

各
自
治
会
等
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
い
た

だ
き
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
▼
10
月
7
日
㈰　

8
時
30
分

開
催
場
所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

及
び
体
育
セ
ン
タ
ー

競
技
種
目
▼

（
男
性
）
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

※
8
チ
ー
ム
以
上
で
開
催

（
女
性
）
ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

※
6
チ
ー
ム
以
上
で
開
催　
　

参
加
料
▼
1,
0
0
0
円
/
チ
ー
ム

※
申
込
み
を
さ
れ
る
と
き
に
お
支
払
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限
▼
9
月
13
日
㈭

申
込
み
・
問
合
せ
▼
和
木
町
体
育
協
会
事
務

局
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
―
2
8
1
1
）

　

第
10
回
J
A
山
口
東

ち
ゃ
ぐ
り
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期　

日
▼
8
月
5
日

場　

所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

第
5
回
和
木
町
近
郊
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
!

開
催
日
時
▼
10
月
14
日
㈰　

8
時
15
分

開
催
場
所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

ル
ー
ル
▼
2
0
1
2
年
度
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ル
ー
ル

申
込
方
法
▼
申
込
書
を
体
育
協
会
事
務
局

（
体
育
セ
ン
タ
ー
）
に
提
出

参
加
料
▼
3,
0
0
0
円
/
チ
ー
ム

そ
の
他
▼
審
判
会
議
を
開
催
し
、
ル
ー
ル
の

説
明
等
行
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
和
木
町
体
育
協
会
事
務
局

（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
52
―
2
8
1
1
）

　

体
操
指
導
に
、
多た

胡ご

肇は
じ
め

先
生
、
ピ
ア
ノ

伴
奏
に
加
藤
由
美
子
先
生
を
お
迎
え
し
、
事

前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、
多
胡
先
生
の
ユ
ー

モ
ア
溢あ
ふ

れ
る
ト
ー
ク
と
指
導
で
準
備
運
動
を

行
い
、
い
つ
も
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
お
馴
染

み
の
声
と
伴
奏
が
、
6
時
30
分
か
ら
全
国
へ

ま
た
海
外
へ
と
和
木
町
か
ら
生
放
送
さ
れ
ま

し
た
。

　

記
念
品
を
持
っ
て
帰
ら
れ
る
方
の
額
に
は

う
っ
す
ら
と
汗
が
に
じ
み
、
ラ
ジ
オ
体
操
を

し
た
後
の
心
地
よ
さ
で
自
然
と
笑
顔
に
な
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
和
木
町
体
育
協
会
）

　

7
月
30
日
、
和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

1,
3
0
0
人
も
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
早

朝
の
清
々
し
い
日
差
し
の
中
、
ラ
ジ
オ
体
操

で
心
地
よ
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　

こ
の
体
操
会
は
、
和
木
町
体
育
協
会
設
立

60
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
、
協
会
ス
タ

ッ
フ
の
運
営
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
3
年
8
月
に
も
同
じ
場
所
で
開
催
し
て
お

り
、
20
年
ぶ
り
の
開
催
を
懐
か
し
む
皆
さ
ん

も
数
多
く
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

 

ス
ポ
ー
ツ
・
S
P
O
R
T
S

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
を
開
催
！
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飛
び
つ
い
て
ト
ン
ボ
捕
え
し
ド
ラ
猫
は

　

子ね

年ど
し

の
わ
れ
を
ジ
ロ
リ
と
に
ら
む	

神
園　

静
美

雨
季
明
け
て
野
菜
も
ぐ
っ
た
り
熱
中
症

　

急
な
暑
さ
に
参
っ
た　

ま
い
っ
た	

正
中
ツ
ヤ
子

い
た
わ
り
の
言
葉
う
け
つ
つ
年
重
ね

　

平
和
な
日
々
よ
穏お
だ

や
か
な
夏	

森
本　

初
子

ホ
タ
ル
と
び
亀
甲こ
う

羅ら

ほ
す
瀬
田
川
に

　

祐ゆ
う

ち
ゃ
ん
勇ゆ
う

く
ん
釣
り
糸
た
ら
す	

向
田
登
美
子

指
で
な
く
君
の
唇
く
ち
び
るみ
つ
め
を
り

　

手し
ゅ

話わ

を
学
べ
る
午
後
の
教
室	

灰
岡　

裕
美

【
相
　
談
】

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
一
時
的
に

設
置
さ
れ
た
仮
設
店
舗
で
、「
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
と
モ
バ
イ
ル
通
信
を
同
時
に

契
約
す
れ
ば
、
端
末
と
通
信
機
器
と
通

信
料
金
の
合
計
支
払
額
が
今
な
ら
月
々

6,
0
0
0
円
!
2
年
後
は
4,
0
0
0

円
と
お
得
!
」
と
ポ
ス
タ
ー
が
あ
り
、

説
明
を
聞
い
て
契
約
し
た
。
し
か
し
、

他
社
の
方
が
通
信
速
度
は
速
く
、
通
信

料
金
も
安
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も
モ

バ
イ
ル
通
信
契
約
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

店
に
自
ら
出
向
い
て
契
約
し
た
場
合

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
せ
ん

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
契
約
は

　

店
に
自
ら
出
向
い
て
契
約
し
た
場
合

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
外
で

す
。
し
か
し
、
契
約
時
の
状
況
が
キ
ャ

ッ
チ
セ
ー
ル
ス
に
該
当
す
る
場
合
に
は

「
特
定
商
取
引
法
」
の
定
め
る
訪
問
販

売
に
該
当
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
モ
バ
イ
ル
通
信
の
契
約
は

　

通
信
サ
ー
ビ
ス
を
規
制
す
る
「
電
気

通
信
事
業
法
」
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
「
特
定

商
取
引
法
」
の
適
用
も
受
け
な
い
の

で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
は
あ

り
ま
せ
ん
。

契
約
す
る
前
に
よ
く
使
用
す
る
場
所
で

の
通
信
状
況
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

自
宅
な
ど
、
よ
く
使
う
場
所
が
必
ず

し
も
高
速
通
信
可
能
エ
リ
ア
内
で
あ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
自
宅
内
で
も
建
物

の
構
造
な
ど
に
よ
り
、
部
屋
に
よ
っ
て

は
通
信
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

使
用
し
た
い
場
所
で
の
通
信
が
可
能
か

ど
う
か
を
契
約
前
に
必
ず
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

　

問
合
せ
▼

　

企
画
総
務
課
（
☎
52

｜

2
1
3
6
）

　

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

　

久
保
千
枝
子
（
☎
53

｜

2
7
3
8
）

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
0
8
3

｜

9
2
4

｜

2
4
2
1
）

Vol.87

タブレット端末と
モバイル通信の契約

今月の納税

	

（
8
月
句
会
）

フ
ル
ー
ト
を
吹
き
い
る
青
年
秋
の
川	

越
智　

幸
子

秋
立
つ
や
旗
雲
な
び
く
厳
島	

小
川　

誉
子

花
す
す
き
揺
ら
せ
園
児
の
声
ひ
び
く	

灰
岡
美
穂
子

病
む
母
の
薄
き
背
は
た
く
天
花
粉	

平
岡　

菊
江

師
を
忍
び
友
と
語
ら
ふ
朝
顔
展	

山
重　

杵
子

無
人
駅
無
人
の
駅
や
蝉
集す

だ

く	

与
三
本
愛
子

①必ず、収集日前日の午後４時までに住民サービス課（☎52－2194）に申し込んでくだ
さい。受付時間に間に合わない場合は、次の月の収集になります。
②申込時には住所、氏名、電話番号、出すごみの種類、ごみを出す場所をお伺いします。
③申込者には、手数料の額、受付番号をお知らせします。
④粗大ごみ収集券に氏名と受付番号を記入し、出すごみに貼って、収集日の８時３０分まで
に出してください。
　ごみ収集券販売所は「家庭ごみ収集カレンダー」（裏面）でご確認ください。

　粗大ごみ個別収集の対象は、「金属・不燃ごみの町指定袋」に入らな
いものが対象ですので、分解などをして町指定袋に入れば、金属・不燃
ごみとして出すことができます。
　また、テレビ・エアコン・冷蔵庫・洗濯機・パソコンは家電リサイク
ル法などの対象品目ですので、粗大ごみとして出すことはできません。

１．役場で、安価なダンボールコンポストのセットを購入します。

２．雨がかからず、風通しの良い場所に置きます。（底面の通気性も確保しましょう）

３．生ごみの水をよく切って、投入します。（１日の投入量は、約１ｋｇまで）

４．生ごみが基材と混ざるように、しっかりかき混ぜます。

５．ふたを閉めて、虫よけカバーをかぶせます。

６．３～５を繰り返します。（毎日、約３ヵ月間、使用できます。）

７．混ぜにくくなったら、投入をやめて、約１ヵ月熟成させます。

８．有機肥料の出来上がりです。花壇などで使用しましょう。

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、生ごみの減量化を推進するため、住民サービス課窓口で、
斡旋価格にて販売を行っています。
　各ご家庭のライフスタイルに合わせて、生ごみの減量化、堆肥化にご協力をお願いします。

ダンボールコンポストに挑戦しませんか？ダンボールコンポストに挑戦しませんか？

和木町のごみ事情和木町のごみ事情 粗大ゴミの個別収集粗大ゴミの個別収集

仕　　様 １台当たりの斡旋価格

ダンボールコンポスト

※販売対象者は、町内在住の方に限り、 1世帯につき年間 4台までとします。

初期用（温度計、防虫ネット付き）

通常用

800円

500円

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
や
文
字
放
送
に
掲
載
し
た
写

真
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の

方
（
写
真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ

の
ご
家
族
）
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

　
　
　
　
　
　

 

（
☎
52

｜

２
１
３
６
）

上下水道使用料・・・・・・・７・８月分
町営住宅使用料・・・・・・・・・・９月分
国民健康保険料・・・・・・・・・・３期分
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・３期分
後期高齢者医療保険料・・・・・・３期分

　町税などの納税は便利な口座振
替をご利用ください。
　納期限は 10 月 1 日です。

問合せ▶税務課（☎52−2193）

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
手
づ
く

り
焼
き
た
て
パ
ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
害

を
持
っ
た
方
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済

的
な
自
立
を
促
し
、
障
害
者
の
社
会
参

加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

日　

時
▼
9
月
12
日
㈬　

15
時
〜

場　

所
▼
総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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①必ず、収集日前日の午後４時までに住民サービス課（☎52－2194）に申し込んでくだ
さい。受付時間に間に合わない場合は、次の月の収集になります。
②申込時には住所、氏名、電話番号、出すごみの種類、ごみを出す場所をお伺いします。
③申込者には、手数料の額、受付番号をお知らせします。
④粗大ごみ収集券に氏名と受付番号を記入し、出すごみに貼って、収集日の８時３０分まで
に出してください。
　ごみ収集券販売所は「家庭ごみ収集カレンダー」（裏面）でご確認ください。

　粗大ごみ個別収集の対象は、「金属・不燃ごみの町指定袋」に入らな
いものが対象ですので、分解などをして町指定袋に入れば、金属・不燃
ごみとして出すことができます。
　また、テレビ・エアコン・冷蔵庫・洗濯機・パソコンは家電リサイク
ル法などの対象品目ですので、粗大ごみとして出すことはできません。

１．役場で、安価なダンボールコンポストのセットを購入します。

２．雨がかからず、風通しの良い場所に置きます。（底面の通気性も確保しましょう）

３．生ごみの水をよく切って、投入します。（１日の投入量は、約１ｋｇまで）

４．生ごみが基材と混ざるように、しっかりかき混ぜます。

５．ふたを閉めて、虫よけカバーをかぶせます。

６．３～５を繰り返します。（毎日、約３ヵ月間、使用できます。）

７．混ぜにくくなったら、投入をやめて、約１ヵ月熟成させます。

８．有機肥料の出来上がりです。花壇などで使用しましょう。

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、生ごみの減量化を推進するため、住民サービス課窓口で、
斡旋価格にて販売を行っています。
　各ご家庭のライフスタイルに合わせて、生ごみの減量化、堆肥化にご協力をお願いします。

ダンボールコンポストに挑戦しませんか？ダンボールコンポストに挑戦しませんか？

和木町のごみ事情和木町のごみ事情 粗大ゴミの個別収集粗大ゴミの個別収集

仕　　様 １台当たりの斡旋価格

ダンボールコンポスト

※販売対象者は、町内在住の方に限り、 1世帯につき年間 4台までとします。

初期用（温度計、防虫ネット付き）

通常用

800円

500円
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　 7 月30日、「大竹・和木川まつり花火
大会」が小瀬川で開催されました。
　幻想的な光を放つ灯ろうが流れるな
か、花火の打ち上げが始まり、様々な
仕掛け花火や迫力ある水中花火が次々
に夜空と水面を彩りました。町内外か
ら大勢の見物客が訪れ、約 1 時間の光
のショーを楽しみました。

　ぼくは、蜂ヶ峯公園のポニー
の「コハル」母さんの子どもの
「ポッキー」です。この名前
は、和木小学校の 5 年 2 組のみ
んなは、ポニーの「ポ」とワキ
の「キ」をくっ付けて考えてく
れたんだって。 5 年 2 組のみん
なと、岩崎沙梨絵さん（和木 1

丁目）と大滝結衣ちゃん（和木 3 丁目）の 2 人も「ポッキー」
と名前を付けてくれました。他にも全部で188点ものたくさんの
応募をありがとう。
　これから、かっこいい名前に負けないように、元気に駆け回っ
て、たくさん食べて大きくなるから、蜂ヶ峯公園に来たら、僕の
ところに寄って「ポッキー」と声を掛けて可愛がってね。

ポッキーより　　　

ぼくの名前はポッキーです。よろしくね！ぼくの名前はポッキーです。よろしくね！ぼくの名前はポッキーです。よろしくね！ぼくの名前はポッキーです。よろしくね！

ステファニー先生

（外国語指導助手）

ＪＥＴ教諭　紹介ＪＥＴ教諭　紹介
（外国語指導助手）

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＥＴＴＴＪＪＥＴ 介介介教教教諭諭諭諭　紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介教諭諭　紹紹介ＪＥＴ教諭　紹介

　

は
じ
め
ま
し
て
！
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ハ
フ
ォ
ー
ド
と

言
い
ま
す
。
和
木
小
学
校
と
中
学
校
、
そ
し
て
幼
稚
園

で
英
語
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
来
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
、
ア
ー
バ
イ
ン
校
で
、
日
本
語
と
日
本
の
文
化
を
勉

強
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
9
ヶ
月
、
東
京
の
国
際
基
督

教
大
学
で
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。
趣
味
は
、
絵
を

描
い
た
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で

す
。
ス
キ
ー
も
ス
キ
で
す
。（
笑
）

　

和
木
町
は
と
て
も
美
し
い
町
で
、
到
着
し
た
ば
か
り

な
の
に
、
も
う
和
木
町
の
皆
さ
ん
に
優
し
く
歓
迎
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
い
っ

ぱ
い
友
達
を
作
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
や

体
験
の
参
加
に
よ
り
日
本
の
文
化
を
も
っ
と
深
く
知
り

た
い
で
す
。
書
道
も
習
い
た
く
、
あ
ま
り
得
意
で
は
な

い
く
せ
に
日
本
料
理
の
作
り
方
に
も
興
味
が
あ
り
ま

す
。

　

い
つ
で
も
話
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
！
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

0 1 2 30123

2 3
5 21

17 61
51 94

100 138
131 184

156 188
169 191

255 230
237 217

170 183
150 152

220 205
231 234
220 199
214 195

224 135
200 145
192 152
180 181
167 190

（百人）

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
5－9
0－4

和木町の人口ピラミッド
男　3,291人
（－5）

女　3,298人
（－8）

平成24年 8月1日現在
総人口　6,589人

世帯数　2,782世帯

和木町の面積　10.56km2
（ ）内は前月比

（－13）

（－7）

　

こ
の
文
章
は
、
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
先
生
が
自
身
で
考
え
ら
れ
た

も
の
を
、
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ジ
ャ
レ
を
話
せ
る
ほ
ど
の
日
本
語
力
で
す
。

　

エ
ミ
リ
ー
先
生
と
同
様
に
、
和
木
町
が
「
第
2
の
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
」
と
早
く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
話
し
か
け
た
り
、
日
本

の
文
化
を
教
え
て
あ
げ
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。
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